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2015 年 10 月～2016 年 6 月 

 住民互助による生活支援プログラム（マリンゴールド事業）の準備と研修  を行う。

 ①大網白里市においては、いち早く 2014 年初秋から住民互助による生活支援プログラムの提案を行い庁内関係職員・社協職員らの勉強会を 

開始し、講師に厚生労働省老健局振興課の担当者を招き、説明を受けるといった諸準備を行ってきた。 

 ②住民互助による「介護予防・日常生活支援(訪問型 B)」を、大網白里市のマスコットキャラクター「マリンちゃん」をネーミングに取り入れ『マリンゴールド

事業』とした。 

 ③2015 年 4 月からは市内において、マリンゴールド事業の住民説明会を、自治会連合会総会、民生・児童委員連絡協議会総会、介護保険事業連絡協

議会総会、地域福祉活動計画策定委員会、地区社協連絡協議会地区部会等を通して繰り返し行った。 

 ④2015 年 9 月よりマリンゴールド事業の「生活サポーター（支援を必要とする高齢者の住まいを訪ねて掃除・洗濯・買い物等の日常生活支援を行う）」を

住民から募り、研修を開始した（2016 年 5 月末までに研修修了者は 16 名、現在、受講者数が増大）。 

 ⑤大網白里市高齢福祉課では、大網白里市介護予防・日常生活支援総合事業補助金交付要綱を作成して発表した。また事業の運営を担当する大網 

白里市社会福祉協議会では、介護予防・日常生活支援総合事業訪問型サービスＢ実施要綱を作成して発表した（ともに 2016 年 6 月付）。 

 ⑥2016 年 6 月より生活サポーターの支援を必要とする人の募集を行い、マリンゴールド事業を実施していくことになった。 

 

2016 年 6 月～2017 年 3 月 

 マリンゴールド事業（大網白里市日常生活支援総合事業；訪問 B 型）の開始・実施運営および事業評価を行う。 

2016 年 6 月～2017 年 3 月 

 マリンゴールド事業（大網白里市日常生活支援総合事業；訪問 B 型）の継続実施を行い、定着・拡大発展の途上にある。 

事業企画・実施責任者：石田 路子（城西国際大学福祉総合学部副学部長・高齢社会をよくする女性の会理事） 

本事業の企画・調査研究等は三菱財団より助成金の交付を受けています。 








